
情報資産区分：内部情報
主管課等：
保存期間満了時期：S-E
配布先：
※本注意書きおよび斜体文字（記載方法の説明）については申請時に削除すること。
○○○○年○月○日
統括情報セキュリティ責任者（情報システム部長）殿
(写)○○殿
(写)その他必要に応じ関係先を記載
情報システムセキュリティ責任者
（　部　長　名　）　

クラウドサービス等利用申請書

　標題の件、下記のとおり申請致しますので、承認方お願い致します。

記

1． 案件名：
		
2． 申請事由： 
対象のサービス利用により実施される業務の内容やサービス上で取り扱う予定の情報を含め、その必要性等が簡潔に分かるように記載する。
（詳細はチェックリストに記載）

3． 申請期間：
契約予定期間を上回らない期間とする。なお、第4条第1項第1号ロ又は同項第2号に該当するクラウドサービスの場合は、申請期間の上限を2年間とし、継続利用が必要な場合は、当初申請期限の1か月前までに更新申請すること。
    
4． サービス種別：
対象サービスのサービス種別を以下より選択する。要機密情報を取扱うクラウドサービスはISMAP等クラウドサービスリストの登録済・未登録も選択する。
　　　☐要機密情報を取扱うクラウドサービス
	（ISMAP等クラウドサービスリスト：☐登録済　☐未登録）
　　　☐要機密情報を取扱わないクラウドサービス
　　　☐業務委託サービス

5． サービス概要：
対象のサービスにより提供されるアプリケーションの概要・機能及び取り扱う情報が要機密情報で有るか否かを簡潔に分かるように記載する。当該サービスを利用する人数（概数）を記載し、当該サービスを機構外の第三者が利用する場合には、その利用者やアクセスが許可される情報の範囲等についても記載する。
（詳細はチェックリストに記載）

6． 申請担当者：
課等情報セキュリティ責任者（課長）を記載する。
○○部○○課　○○

7． 添付資料：
（1） 利用の種別（クラウドサービスか業務委託サービスか、クラウドサービスの場合は要機密情報を取扱か否か／ISMAP登録済か否か）によって適切な様式を選択し、他の様式の名称は削除すること。
「クラウドサービス利用チェックリスト_要機密情報扱うISMAP等登録済」（別添○）
または「クラウドサービス利用チェックリスト_要機密情報取扱わない」（別添○）
または「ISMAP管理基準対応リスト」（別添〇）
または「業務委託サービス利用チェックリスト」（別添○）
（2） 「クラウドサービス等概要図」（別添○）
（3） 	対象サービスに関する約款、利用規約、サービスレベル仕様 等文書（別添○）
（クラウドサービス提供者より提供される附合契約に関する文書）

8． その他：以下を必ず記載すること。
（1） 対象サービス利用が不要となった場合には、速やかに取消手続きを行います。
（2） 対象サービス利用に起因する事故（情報漏えい、踏み台にされることによる賠償係争等)については、当部にて責任を負います。

以　上
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